
ソフトボールは，バットとボールを使いフィールドで

攻守交代を制限イニング繰り返す球技系のスポーツであ

る。ソフトボールの特徴として，野球に比べダイヤモン

ドの塁間距離が短い，ピッチャーズプレート（投手板）

からホームベースまでの投本間（投手板から本塁間）距

離が短い，フィールドが狭い，ボールが大きいなどがあ

げられる。打撃においては，塁間距離が短いためにバン

トやスラップという動き出しながらバッティングするソ

フトボール独特の打法も広く用いられている。従って，

ソフトボールではその競技的特徴から素早いゲーム展開

が魅力とされている。

ソフトボールの試合では，ピッチャーズプレート（一

般女子の投本間距離は 13.11 m）から 100～ 110 km/hの

速度で投げられたボールを重さ 700～ 800 g前後のバッ

トで打ち返す能力が重要な体力要素となる。ソフトボー

ルでは，ピッチング動作において軸足（後ろの脚）が地

面から離れないかぎりホームベース方向への蹴りだしが

許されていることから，打者が感じるボールスピードは

さらに速い。このような競技特性を有するソフトボール

では，バットを素早くスイングするための上肢の筋力，

筋パワー，敏捷性能力などの体力要素向上が打撃におけ

るパフォーマンス改善につながる。また，実践場面では

ストライクとボールを見極める必要があることから，単

に早くスイングする能力だけではなく，ストライクある

いはボールを選択することや，スピードのある投球に対

してはバットを短く持って対応することも必要とされて

いる。
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Abstract

This study investigated the effect of a softball training for muscular strength, muscle power and agility of

collegiate softball players during the regular season. Nine female softball players volunteered to participate

in this program 4 times a week for 16 weeks. Grip strength, back strength, isometric force of knee

extension, isokinetic arm and leg extension power, whole-body reaction time, simple reaction time, and

specific bat swing reaction time were measured before and after 16 weeks of training. The training

significantly increased isometric force of knee extension (24.0%, P<0.05), isokinetic arm extension power at

80 cm/sec (27.2%, P<0.05), isokinetic leg extension power at 120 cm/sec (22.1%, P<0.05) and bat swing

choice reaction time (9.4%, P<0.05). On the other hand, grip strength, back strength, arm extension power

at 20 cm/sec and 120 cm/sec, leg extension power at 20 cm/sec and 80 cm/sec, and whole-body and simple

reaction time were unchanged significantly. These results indicate that the regular-season softball training

was effective for isometric knee extension strength, isokinetic arm extension power at 80 cm/sec and leg

extension power at 120 cm/sec, and bat swing choice reaction time.
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これまで，ソフトボール選手を対象に等速性筋力や敏

捷性などの体力とソフトボール投げやベースランニング

走などのパフォーマンスとの関係についてわずかながら

報告がみられる 14，15）。しかし，同様な競技形態である野

球選手を対象とした報告 2，8-11）に比べて先行研究の数は

少ない。そこで本研究では，大学女子ソフトボール選手

を対象にレギュラーシーズンにおけるソフトボールのト

レーニングが上肢および下肢の筋力，筋パワー，全身お

よび単純反応時間に及ぼす影響を検討するとともに，

我々が新しく開発したバットスイングを用いた反応時間

への影響についても検討を加える。

被検者は週 4回定期的にソフトボールのトレーニング

を行っているT大学ソフトボール同好会の女子選手 9名

（20.2±1.3歳）とした。選手は関西学生ソフトボール連

盟主催の春季および秋季リーグ戦，西日本大学ソフトボ

ール選手権大会等へレギュラーとして出場し，本研究開

始前の春季リーグ戦では11位（15チーム中），本研究終

了時点の秋季リーグ戦では 10位（16チーム中）の成績

であった。被検者の競技年数は 2～ 12年（平均 6.0年）

で，すべて右投げであった。被検者には口頭および文書

にて本研究の趣旨を説明し，参加することへの同意を得

ている。被検者の身体的特性を表1に示した。

被検者の体格として身長，体重，体脂肪率を測定した。

体脂肪率はBody Fat Analyzer（TBF-551：タニタ）を用

いて両脚によるインピーダンス法にて測定した。

筋力として握力（左右），背筋力，膝伸展力を測定し

た。握力は握力計（グリップA：T.K.K.5001：竹井機器）

を用い，背筋力は背筋力計（バックD：T.K.K.5402：

竹井機器）を用いて旧文部省スポーツテストの方法 17）に

準じて測定した。握力は左右 2回ずつ，背筋力は 2回測

定して良い方の記録を用いた。膝伸展力は特別に製造し

た膝伸展力測定装置（竹井機器）を用いて，中谷たちの

方法 13）に従って座位姿勢における両脚での等尺性最大筋

力を 3回測定した。各測定間は筋疲労が十分回復するよ

うに 2～ 3分休息をとらせた。測定値は 3回の試行の中

で最大値を記録した。

等速性腕伸展パワーはチェストフォース（T.K.K.3101c

：竹井機器）を用いて両腕で前方にバーを押し出した際

に発揮される動的な機械的パワーを測定した。腕伸展運

動はグリップの高さを乳頭部として肘関節がほぼ 90度

になる位置からスタートさせた。等速性脚伸展パワーは

キックフォース（T.K.K.3103c：竹井機器）を用い，踏

込み板を両脚で前方に蹴りだす際に発揮される動的な機

械的パワーを測定した。脚伸展運動は膝関節角度がほぼ

90度になる位置からスタートさせた。両パワーとも中谷
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表１　被検者の身体的特性

被検者 年齢 身長 体重 BMI 体脂肪率 除脂肪体重 競技歴 打・投 ポジション 

 (years)  (cm)  (kg)  (%)  (kg)  (years)

H.R. 18 153.2 46.0 19.6 14.7 39.2 4 左・右 三塁手 

K.M. 19 169.5 62.6 21.8 19.1 50.6 7 右・右 投手・左翼手 

T.S. 20 160.5 58.4 22.7 22.9 45.0 9 右・右 投手・左翼手 

F.Y. 20 157.8 49.0 19.7 16.6 40.9 3 右・右 中堅手・捕手 

N.Y. 20 176.0 62.6 20.2 21.9 48.9 2 右・右 二塁手 

R.Y. 20 165.0 58.0 21.3 16.5 48.4 2 右・右 捕手 

F.N. 21 150.0 47.0 20.9 17.4 38.8 12 右・右 遊撃手 

F.T. 22 160.2 61.8 24.1 19.4 49.8 9 左・右 右翼手 

O.M. 22 163.0 46.8 17.6 14.9 39.8 6 左・右 左翼手・右翼手 

平均 20.2 161.7 54.7 20.9 18.2 44.6 6.0

標準偏差 1.3 8.0 7.3 1.9 2.9 4.9 3.5

  BMI: body mass index



たちの方法 12）に従って80 cm/sec（中速），20 cm/sec（低

速），120 cm/sec（高速）の負荷順にそれぞれ6回測定し，

最大値を記録した。なお，各測定間の休息は 5分間とし

た。この装置を用いた腕伸展パワーの信頼性係数は

r=0.93（未発表データ），脚伸展パワーの信頼性係数は

r=0.96であった 12）。

光刺激による全身反応時間，両手および両脚の単純反

応時間を測定した。全身反応時間は全身反応測定器（リ

アクション：T.K.K.5108：竹井機器）を用いた。両手

および両脚の反応時間はマットスイッチの代りに特別に

製造した微重反応台（竹井機器）を用い，刺激後に反応

台から両手あるいは両脚が離れるまでの時間を計測し

た。それぞれの測定時における刺激は赤色光とし，5回

ずつ試技を行わせ，最大値および最小値を除いた 3回の

平均値を用いた。

バットスイング反応時間は灘本たちの方法 11）に従い，

光刺激によるバットスイングからセンサーを横切るまで

の時間を計測した（写真を参照）。測定には全身反応測

定器（全身反応測定器Ⅱ型：T.K.K.1264b：竹井機器）

の光刺激装置とデジタイマー（T.K.K.315：竹井機器）

を用いた。測定方法を簡単に説明すると，打者の前方 3

mの位置の目の高さに刺激装置を置き，刺激によるバッ

トスイング反応時間を測定するために，前方（投手方向）

の膝関節の位置に赤外線センサーを設置した。打者には

「用意」の合図でバックスイングの最後部の位置までテ

イクバックをとらせ，光刺激（青色）が呈示されたら素

早くスイングするように指示した。スイングはできるだ

け実践に近づけさせるため，単に当てるようなスイング

ではなく，センター返しを意識したフルスイングとした。

また，青色の光刺激なら打て（ストライクと仮定），赤

色の光刺激なら打つな（ボールと仮定），という選択条

件を加えたバットスイング選択反応時間を測定した。バ

ットは長さが 84 cmで重量が 740 gのソフトボール協会

公認バット（テックファイア：ミズノ）を用い，グリッ

プエンドいっぱい握らせる試技と握りこぶしひとつ分短

く握らせる試技に分けて行わせた。つまり，バットスイ

ング反応時間は刺激条件を変化させた 2条件（単純およ

び選択）と，グリップの握りを変化させた 2条件の計 4

条件であった。それぞれの測定とも十分に練習させた後

に 5回試技を行わせ，最大値と最小値を除いた 3回の平

均値を用いた。なお，選択条件における刺激の呈示は10

回とし，青色あるいは赤色刺激は無作為（各 5回）とし

た。トレーニング前後とも同一の検者が測定を行った。

大学選手におけるソフトボール競技のレギュラーシー

ズンは 4月～ 10月であり，11月～ 2月がオフシーズン，

3月がプレシーズンとされている。一般的に，オフシー

ズンでは基礎的体力の向上とレギュラーシーズンに備え

た専門的技能を向上させるための技術練習が中心である

が，プレシーズンとレギュラーシーズンでは試合を想定

した実践的なトレーニングが繰り返し行われている。本

研究の被検者は，レギュラーシーズンでは週に 4回，お

よそ 3～ 4時間の定期的なソフトボールのトレーニング

を行っている。なお，4～5月の春季リーグ戦，8月初旬

の西日本大会，9～ 10月の秋季リーグ戦に参加した。こ

れらの試合を含めた期間に行っている主な 1日の練習内

容は，キャッチボール（約 30分），トスバッティング

（約 100本），フリー打撃などの打撃練習（20分），ノッ

ク形式の守備練習（約 30分），走塁練習（約 15分），投

手は別に投球練習（300球／日），個人練習（トスバッ

ティングやティーバッティング）からなる。本研究にお

けるトレーニング期間は 7～ 10月の 4ヶ月間とし，その

前後2週間以内に各パラメータの評価を行った。

測定値はすべて平均値±標準偏差で示した。トレーニ

ング前後の各パラメータの比較にはデータ数が少数であ

ることを考慮して測定値を順序尺度化して検定するウィ

ルコクソンのTテストを行った。P<0.05を有意水準と

した。
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トレーニング前後における筋力の変化を表 2に示し

た。左右の握力および背筋力はトレーニングによる変化

はなかった。等尺性膝伸展力はトレーニング後におよそ

24.0％有意な増大を示した（P<0.05）。

トレーニング前後の等速性腕伸展パワーと脚伸展パワ

ーの変化を表 3および 4に示した。腕伸展パワーでは，

20 cm/secの負荷（低速）において絶対値および体重あ

たりの相対値（以後，相対値とする）ともおよそ 20％

の低下が認められたものの有意な差には至らなかった

（P=0.06）。80 cm/secの負荷（中速）ではトレーニング

後に絶対値で26.0％，相対値で27.2％の有意な増大が認

められた（P<0.05）。120 cm/secの負荷（高速）におい

てはトレーニング前後で変化がなかった。他方，脚伸展

パワーは20 cm/secと80 cm/secの負荷ではトレーニング

による影響がなかったが，120 cm/secの負荷においては

絶対値で21.6％，相対値で22.1％の有意な増大が認めら

れた（P<0.05）。

全身反応時間，両手および両脚による単純反応時間に

はソフトボールのトレーニングによる影響はなかった。

打撃時のスイングを用いた光刺激によるバットスイン

グ反応時間の結果を表 6に示した。バットスイング単純

反応時間はトレーニングによる影響はなかった。また，

青色と赤色の光刺激による選択条件を設けた場合では，

バットスイング選択反応時間はトレーニング後に 9.4％

の有意な改善が認められ（P<0.05），握りこぶしひとつ
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表２　ソフトボールのトレーニングにおける筋力の変化

トレーニング前 トレーニング後 変化率(%)

　握力（右）, kg 33.6 ± 5.9 31.8 ± 5.2 -5.4

　握力（左）, kg 30.1 ± 5.1 29.5 ± 5.4 -2.4

　背筋力, kg 110.6 ± 24.0 108.3 ± 23.2 -2.1

　膝伸展力, kg 58.9 ± 24.0 73.0 ± 14.4 24.0*

平均値±SD. *P<0.05, vs. トレーニング前

表３　ソフトボールのトレーニングにおける腕伸展パワーの変化

トレーニング前 トレーニング後 変化率(%)

　20 cm/sec（絶対値）, watt 104.3 ± 42.6 82.1 ± 13.8 -21.2

　20 cm/sec（相対値）, watt/kg 1.9 ± 0.9 1.5 ± 0.2 -21.0

　80 cm/sec（絶対値）, watt 180.3 ± 70.2 227.3 ± 29.8 26.0*

　80 cm/sec（相対値）, watt/kg 3.3 ± 1.3 4.2 ± 0.5 27.2*

　120 cm/sec（絶対値）, watt 208.9 ± 47.2 217.2 ± 31.1 4.0

　120 cm/sec（相対値）, watt/kg 3.8 ± 0.7 4.0 ± 0.5 5.3

平均値±SD. *P<0.05, vs. トレーニング前

表４　ソフトボールのトレーニングにおける脚伸展パワーの変化

トレーニング前 トレーニング後 変化率(%)

　20 cm/sec（絶対値）, watt 315.8 ± 90.6 314.1 ± 68.7 -0.5

　20 cm/sec（相対値）, watt/kg 5.9 ± 2.0 5.7 ± 1.0 -3.4

　80 cm/sec（絶対値）, watt 719.3 ± 274.7 831.3 ± 173.5 15.6

　80 cm/sec（相対値）, watt/kg 13.0 ± 4.8 15.2 ± 2.5 16.9

　120 cm/sec（絶対値）, watt 823.2 ± 305.1 1001.4 ± 206.1 21.6*

　120 cm/sec（相対値）, watt/kg 14.9 ± 4.9 18.2 ± 2.5 22.1*

平均値±SD. *P<0.05, vs. トレーニング前



分短く持たせた反応時間（単純および選択条件）では有

意な変化はなかった。

ソフトボール選手の体力については男女学生を対象と

した報告 14）や中年の女子選手を対象とした報告 19）がみ

られる。小川たち 14）は，大学男女ソフトボール選手の膝

伸展時および屈曲時の等速性筋力と体力およびパフォー

マンスに男女差が認められるものの，等速性筋力と体力

およびパフォーマンスとの関係は認められなかったと報

告している。さらに，小川たち 15）の最近の研究では，男

女ソフトボール選手の体格，体力およびパフォーマンス

について，男子選手の体格が大きく，筋力，敏捷性，全

身持久性などの体力やソフトボール投げおよびベースラ

ンニング走も女子選手より優れていることを報告してい

る。また，ソフトボール選手の技術や技能については

投球時の筋電図や動作解析を用いた報告がなされてい

る 16，20）。ソフトボール選手を対象にしたトレーニングに

関する研究については，女子学生を対象としてweighted

ボールを用いたトレーニングが投球速度，手関節筋力，

握力に及ぼす結果 1）や，プレシーズンのコンディショニ

ングが中年女子選手の無気的パワー，身体組成，筋力な

どに及ぼす結果 19）が報告されている。また，オフシーズ

ンのトレーニングに関する報告 3）も認められるが，レギ

ュラーシーズンにおけるソフトボールのトレーニングが

選手の筋力や敏捷性能力へ及ぼす影響について検討した

報告はみあたらない。

本研究では，レギュラーシーズンにおけるソフトボー

ルのトレーニングが上肢および下肢の筋力，筋パワー，

全身および単純反応時間，実打撃をシュミレートしたバ

ットスイング反応時間について検討した。筋力について

は，バットやボールを握る動作に必要な握力と打撃およ

び守備の場面で要求される体幹の筋力（背筋力）にはト

レーニングの影響は認められなかった。レギュラーシー

ズンでは，オフシーズンに比べて打撃や守備練習でボー

ルを用いた実践的なプログラムが多く，これらの筋力を

改善するトレーニングを行う機会が少なかったことが影

響しているものと思われる。他方，等尺性運動時の膝伸

展力はトレーニング後に 24.0％の有意な増大を示した。

このことは，レギュラーシーズンにおけるトレーニング

の中でも守備と走塁時の蹴り出しや踏ん張り，全力の走

動作における膝伸展筋群への刺激の繰り返しが筋力の改

善につながったものと考えられる。

等速性腕伸展パワーは中速のパワー発揮においてトレ

ーニング後に有意な改善を示した。腕伸展パワーは送

（投）球時やバッティング時に必要とされる能力である

が，ソフトボール選手を対象として腕伸展パワーに及ぼ

すトレーニングの影響についての報告はない。競技形態

が類似している野球においては，灘本たち 9）がオフシー

ズンのトレーニングでは中速度の負荷における腕伸展パ

ワーが有意に改善したと報告しているが，レギュラーシ

ーズンのトレーニングでは逆に低下することを明らかに

している 10）。シーズン時期の違いによるトレーニング効

果の相違として，その時期でのトレーニング目標と負荷
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表５　ソフトボールのトレーニングにおける全身および単純反応時間の変化

トレーニング前 トレーニング後 変化率(%)

　全身反応時間, msec 314.4 ± 41.8 299.4 ± 26.2 -4.8

　単純反応時間（両手）, msec 205.8 ± 20.8 193.9 ± 25.1 -5.8

　単純反応時間（両脚）, msec 229.9 ± 20.4 224.6 ± 26.8 -2.3

平均値±SD.

表６　ソフトボールのトレーニングにおけるバットスイング反応時間の変化

トレーニング前 トレーニング後 変化率(%)

　スイング単純反応時間, msec 509.0 ± 32.0 477.2 ± 44.1 -6.3

　スイング単純反応時間（短）, msec 487.0 ± 28.0 443.8 ± 45.6 -8.8

　スイング選択反応時間, msec 533.0 ± 44.0 484.8 ± 45.6 -9.4*

　スイング選択反応時間（短）, msec 498.0 ± 37.0 478.3 ± 52.0 -4.0

平均値±SD. (短)は握りこぶしひとつ分短く握らせた際の反応時間. *P<0.05, vs. トレーニング前



の設定が異なることが考えられる。つまり，オフシーズ

ンでは実践的な練習よりもレギュラーシーズンに向けて

基礎的な筋力やパワーなどの能力を改善することが主な

課題となるが，レギュラーシーズンでは実戦練習や試合

が多いために素早い動きづくりのような技術を中心とし

たトレーニングが多く行われる。ソフトボールにおいて

は野球と同様な練習形態をとることから，本研究の被検

者における低速の負荷での腕伸展パワーが低下傾向を示

していたのは，先行研究の結果とほぼ同じであった 10）。

高松たち 18）は，筋パワーを「力型」と「スピード型」に

分類し，競技種目特性によって発揮される筋パワーは異

なることを報告している。本研究で用いた等速性筋パワ

ー測定装置（チェストフォースおよびキックフォース）

は，負荷強度として20 cm/sec，80 cm/sec，120 cm/secの

3速度で評価し，20 cm/secの負荷が「力型のパワー」，

120 cm/secが「スピード型のパワー」，80 cm/secを「中

間型のパワー」と考えることができる 8）。本研究におけ

るレギュラーシーズンのトレーニングは，「力型のパワ

ー」および「スピード型のパワー」への影響はなく，腕

伸展運動時における「中間型のパワー」についてのみ改

善させるものと思われる。しかし，今回用いた腕伸展運

動は，ソフトボールの打撃時におけるスイング動作とは

大きく異なり，今後より詳細な検討が必要であろう。

本研究において，等速性脚伸展パワーへの影響につい

ては低速や中速の負荷では変化がなく，高速の負荷では

有意な改善を示した。野球におけるレギュラーシーズン

のトレーニングでは，脚伸展パワーの 3つの負荷すべて

に有意な変化は認められていない 10）。他方，オフシーズ

ンのトレーニングでは中速および高速の負荷において改

善が報告されている 9）。レギュラーシーズンのトレーニ

ングにおいて，本研究と先行研究との相違は練習内容や

課題，対象とする選手の年齢やレベルが異なることによ

るものと思われるが，詳細は不明である。

次に，敏捷性能力の指標となる反応時間について検討

を加えたい。本研究では，全身反応時間と両手および両

脚による単純反応時間はトレーニングによる変化は認め

られなかった。ソフトボールでは，打撃時にボールの軌

道を見極め，素早くバットを打撃ポイントにスイングす

るための能力や，守備場面における素早いゴロおよびフ

ライの捕球などに俊敏な動きは必要である。敏捷性能力

には刺激に対する反応の素早さだけではなく，場面に応

じた予測能力も加味されることから，本研究の単純な動

作における反応時間を改善させるには実践的な練習やト

レーニング期間が16週間では短かったものと思われる。

バットスイング反応時間は，刺激が発せられてからフ

ォワードスイングを行い打撃ポイント付近の膝関節部に

設置したセンサーを横切るまでの時間として評価するシ

ステムである 11）。このシステムを用いて，動作条件を単

純な刺激に対するバットスイングと，ストライクおよび

ボールの判断を無作為に行わせて，ストライクのみスイ

ングするという選択条件，これらにバットの握り位置を

変化させた場合のバットスイング反応時間への影響を検

討した。本研究では，トレーニング後に選択条件におけ

るスイング反応時間は有意に改善した。これまで，野球

選手を対象として打者のスイング時における反応時間を

検討した報告がみられる 5，6）。しかし，これらの研究で

は，糸でつるしたボールを落とす条件におけるスイング

反応時間を評価しているものの，実践場面をシュミレー

トしたとは言い難い。これらの点を考慮し，より実践に

近づけたバットスイングを用いた反応時間を評価したこ

とは本研究のオリジナルである。ソフトボールにおける

打撃では，投手から放たれたボールに対して振り遅れる

ことなくスイングし，ボールへの衝突エネルギーを高め

ることが打撃成績の向上につながる。打撃に必要な能力

としてはバットを素早くかつ力強くスイングする筋力や

パワー，反応時間の早さ，正確にバットを打撃ポイント

に運ぶ調整力，ボールのコースを見極める視覚や情報処

理能力など総合的な能力が要求される 4，7）。これらの能

力の中でもバットスイング反応時間が早くなれば，打つ

動作をはじめてから打撃するまでの時間が短くなりボー

ルをより手前まで見極めることが可能となる。本研究で

は，バットを握るグリップ位置を短くしたとしてもトレ

ーニングによる影響は認められなかったが，ストライク

とボールを見極める選択条件では有意な改善が認められ

た。このことはレギュラーシーズンにおいて，実践に近

づけた練習や試合を繰り返すことによって単純に早くス

イングする能力よりも，打つボールを選択した上で素早

くスイングする能力が改善したものと思われる。今後は，

さらに実践場面に近づけたバットスイング条件の設定

や，さまざまなパフォーマンスとの関係についてトレー

ニングの影響を明らかにしていきたい。

本研究では，大学女子ソフトボール選手を対象にレギ

ュラーシーズンにおけるソフトボールのトレーニングが

筋力，筋パワー，敏捷性能力に及ぼす影響を検討した。

結果は以下のとおりである。

１．ソフトボールのトレーニングは握力と背筋力に影
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響を及ぼさなかったが，等尺性運動時の膝伸展力

を有意に改善した。

２．腕伸展パワーは，20 cm/secと120 cm/secの負荷で

トレーニングの影響はなかったが，80cm/secの負

荷では有意な改善が認められた。脚伸展パワーは，

20 cm/secと80 cm/secの負荷でトレーニングの影

響はなかったが，120 cm/secの負荷では有意な改

善が認められた。

３．全身反応時間，両手および両脚における単純反応

時間にはトレーニングの影響はなかった。

４．バットスイング反応時間では，単純な光刺激条件

においては有意な変化はなかった。ストライクと

ボールを見極める選択条件ではトレーニング後に

有意な改善を示した。バットのグリップ位置を変

化させた場合への影響はなかった。

以上のことから，大学女子ソフトボール選手を対象と

したレギュラーシーズンにおけるソフトボールのトレー

ニングは，膝伸展力，腕伸展時における「中間型のパワ

ー」，脚伸展時における「スピード型のパワー」，バット

スイング選択反応時間を改善するものと思われる。

本研究を遂行するにあたり天理大学ソフトボール同好

会の選手と天理大学体育学部体力学研究室の学生諸兄に

感謝いたします。データ解析作業にご協力いただきまし

た奥村幸子氏に感謝いたします。
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